住まいと復興を考える会

日時　：　２０１２年5月19日　14時より　

場所　：　石巻市大橋仮設住宅集会場

出席者：　仮設の方20人　

　　　　　佐立昭（住まいと復興を考える会発起人）

　　　　　鈴木実（日本共産党仮設渡波第一団地支部長）

　　　　　阿部元希（㈱楠山設計勤務）仙台市勤務・女川出身

　　　　　佐々木文彦（新建宮城支部）

　　　　　大西智子（新建神奈川支部）

佐立氏より

· 石巻市も市役所5階にコンサルを常駐し相談を受付ているが、相談者がいるところへ出向いて話を引き出す事が必要ではないか、と感じて会を立ち上げた。この場で何でも話してほしい。
· 今後の土地利用方針を市が発表（計画図を全員で見ながら）

· 公営住宅の具体的な位置が県から2箇所発表になっており、今年度着工予定。市からは発表されていない。他、中学校学区を目安に計画がなされている模様。

· 公営住宅に盛り込んでほしい事があれば夏までに提出してほしいとの市の要請がある。

出席した仮設住まいの方の状況の確認

· 災害前の住まい　→　門脇町、緑町、松並　他　　

· 災害前住所の今後の状況　→　市が居住可能地域に指定した地域内　7人　他は居住　　　　　できない地域の方
· 今後の住まいへの希望　→　公営住宅に入りたい、家を建てたい（2名ほど）
仮設入居者から出た意見

· 土地を用意してもらうのに2年以上かかるというのは長い。

· 今のところに仮設で仲良くなった人と住みたい。

· 簡単に早く建てられる家はないか。北上に建った木造の家みたいなのが良い。プレハブみたいなのは嫌だ。

· 家を建てる場合、10パターン位の家のモデルと価格を示してもらい、その中から選ぶのが良い。
· 移住者向けの土地は、購入が良いのか借地が良いのか？どっちが得だろう。
· 公営住宅への希望として①エレベーターはつけてほしい。②1階は倉庫のようなものにして住居としない。③屋上を避難用スペースとしてほしい。④中庭等を設けて住民同士が交流し易い建物にしてほしい。⑤２LDK以上の広さにしてほしい。⑥個室のプライバシーが保てる間取りにしてほしい。（今の仮設は個室のプライバシーがない）

· 公営住宅希望、元の場所に家を建てて住む等、今後の希望に合わせた会合を持ってほしい。

· 今計画が進んでいる公営住宅がどのようなものか知りたい。
· 今後どうしたいか石巻市でアンケートを取ってほしい。

· （全体の話合いが終わった後個別に）災害前は松並に住んでいた。今後の方針としては居住可能区域になっている。土地がそこにあるのだから、元の場所に戻って暮らすのが良いと思うが、現況は何もなく、とても住みたいと思えない状態。もしも近所の人が数件戻り、商店等も整うのであれば戻りたい。でも、元の近所の人がどこにいるのかわからないので、希望の状態に戻る事ができるのかわからない。別の場所への移転を決めてしまった人もいる。元の町内会長さんがまとめてくれない。
佐々木氏より十三浜の場合の話

　　集落で集団移転の話がまとまり、場所もほぼ決まり具体的な手続きを始めようとした矢先に東京に住む移転先の地権者が土地の買取価格に不満を訴え、話がご破算になる恐れが出てきた。

今後の住まいと復興を考える会

· 6月2日（土）現在できている公営住宅の計画を見ながら公営住宅入居希望者の集まりを持つ。

· 場所は集会場で時間は14時から。

※会終了後に石巻の港周辺と嵩上げ予定道路、瓦礫置き場、大曲等を車で案内していただいた。

